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田
口
冬
樹
経
営
学
部
教
授

が
担
当
す
る
「
流
通
論
」
の

特
別
講
義
が
５
月
25
日
に
行

わ
れ
た
。
校
友
で
日
清
食
品

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取

締
役
副
社
長
・
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（
６

月
28
日
株
主
総
会
で
退
任
）

の
中
川
晋
氏
（
昭
44
経
済
）

が
講
演
。
学
生
２
０
０
人
を

前
に
、
加
工
食
品
業
界
に
起

き
て
い
る
変
化
と
今
後
の
展

望
を
話
し
た
。

　
中
川
氏
は
「
消
費
者
に
と

っ
て
の
〝
お
い
し
い
〞
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
消
費
者

の
変
化
に
合
わ
せ
て
メ
ー
カ

ー
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
消
費
者
と
の
接
点
で
あ

る
流
通
も
変
化
の
時
を
迎
え

て
い
る
」
と
現
状
を
説
明
し

た
後
、
販
売
、
流
通
、
広
告

（
宣
伝
）の
変
化
を
伝
え
た
。

　
広
告
（
宣
伝
）
の
変
化
の

例
と
し
て
同
社
の
Ｃ
Ｍ
を
上

映
し
、「
お
い
し
い
と
味
を

表
現
し
て
も
効
果
は
薄
く
、

見
た
後
に
残
る
何
か
が
必

要
。
商
品
を
ど
う
表
現
す
る

か
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
伝

え
る
か
を
考
え
て
作
っ
て
い

る
」
と
各
Ｃ
Ｍ
作
品
の
制
作

意
図
を
解
説
し
た
。

　
講
演
で
は
自
身
が
携
わ
っ

た
宇
宙
食
ラ
ー
メ
ン
の
開
発

秘
話
な
ど
も
披
露
。

　
最
後
に
流
通
業
界
に
つ
い

て
、「
ア
マ
ゾ
ン
を
は
じ
め

と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
小
売
り
が
力
を
つ

け
て
き
た
こ
と
で
、
流
通
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
現
在

は
こ
の
変
化
に
ど
う
対
応
す

る
か
、
各
社
が
試
行
錯
誤
す

る
時
代
に
な
っ
た
」
と
ま
と

め
た
。

　
大
学
院
商
学
研
究
科
と
東

京
信
用
保
証
協
会
共
催
の
第

13
回
公
開
講
座
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

中
小
企
業
経
営
に
与
え
る
影

響
〜
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
か
ら

の
示
唆
〜
」
が
７
月
30
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
企
業
経
営
者
ら
約
60

人
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定

の
効
果
や
可
能
性
に
つ
い
て

知
見
を
深
め
た
。

　
渡
辺
達
朗
商
学
研
究
科
長

が
「
自
由
貿
易
を
ベ
ー
ス
に

経
済
が
動
い
て
い
く
な
か
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に

ど
う
対
応
す
る
か
考
え
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
渡
邊

隆
彦
商
学
研
究
科
准
教
授
が

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
概
要
に
つ
い
て
、

既
存
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易

協
定
）
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
と
の
共
通
点
や
相

違
点
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
解
説
し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
関
税
撤
廃
の

み
な
ら
ず
、
投
資
・
サ
ー
ビ

ス
の
自
由
化
、
知
的
財
産
、

電
子
商
取
引
、
国
有
企
業
な

ど
幅
広
い
分
野
で
新
ル
ー
ル

を
構
築
す
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｆ

Ｔ
Ａ
で
特
恵
関
税
率
が
適
用

さ
れ
る
た
め
に
は
、
製
品
の

大
半
の
生
産
が
協
定
の
締
約

国
で
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い

け
な
い
。
そ
の
規
定
と
な
る

「
原
産
地
規
則
」
に
つ
い
て

も
解
説
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
２
月
に
参
加

12
カ
国
が
署
名
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

協
定
だ
が
、
発
効
に
は
日
米

の
批
准
が
要
に
な
る
と
し

て
、「
米
大
統
領
選
の
行
方
や

日
本
の
国
会
動
向
に
注
目
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
出
発
点
。
将
来

の
海
外
展
開
へ
の
材
料
と
し

て
、
経
営
戦
略
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
実
際
に
日
本
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
て
い

る
㈱
タ
ス
コ
（
大
阪
市
）
常

務
取
締
役
の
盆
野
禎
宏
さ
ん

が
講
演
。
従
業
員
５
人
の
同

社
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
Ｅ

Ｐ
Ａ
を
利
用
し
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
消
火
器
や
産
業
用
ポ

ン
プ
を
輸
出
し
て
い
る
。
関

税
率
が
大
幅
に
下
が
り
、

　
専
修
大
学
会
計
学
研
究
所

（
柳
裕
治
所
長
代
行
）
の

「
会
計
学
講
演
会
」
が
６
月

30
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
同
研
究
所
で

は
会
計
学
界
に
お
け
る
第
一

人
者
を
講
師
に
招
い
た
学
生

向
け
の
公
開
講
演
会
を
年
２

回
実
施
。
今
年
１
回
目
と
な

る
今
回
は
矢
内
一
好
中
央
大

学
商
学
部
教
授
が
、「
企
業

活
動
の
国
際
化
と
租
税
回
避

｜
国
際
税
務
（
パ
ナ
マ
文
書

と
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
｜
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
、
今
春
話
題
と
な

っ
た
〝
パ
ナ
マ
文
書
〞
を
例

に
、
国
際
税
務
の
仕
組
み
を

解
説
し
た
。
学
生
、
院
生
、

教
員
ら
約
３
０
０
人
が
、
熱

心
に
聴
講
し
た
。

　〝
パ
ナ
マ
文
書
〞
は
パ
ナ

マ
の
法
律
事
務
所
の
内
部
資

料
で
、
流
出
し
た
資
料
か
ら

タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
（
租
税

回
避
地
）
を
利
用
し
た
個
人

・
団
体
名
な
ど
の
税
務
情
報

が
判
明
し
た
。
矢
内
教
授

は
、
こ
う
し
た
国
際
的
な
税

制
の
隙す

き

間ま

や
抜
け
穴
を
利
用

し
て
租
税
を
回
避
す
る
Ｂ
Ｅ

Ｐ
Ｓ
（
税
源
浸
食
と
利
益
移

転
）
問
題
に
つ
い
て
説
明

し
、
防
止
策
と
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

が
公
表
し
た
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
行
動

計
画
の
内
容
と
課
題
を
解
説

し
た
。

　
矢
内
教
授
は
、「
今
後
、

所
得
の
生
じ
た
国
に
納
税
す

る
と
い
う
原
則
を
維
持
で
き

る
の
か
。
Ｅ
Ｕ
各
国
は
多
国

籍
企
業
に
よ
る
租
税
回
避
を

防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
い
わ
ゆ
る
『
グ
ー
グ
ル

税
』
を
導
入
し
て
い
る
。
国

と
企
業
の
関
係
が
対
立
す
る

の
で
は
な
く
、
協
調
に
向
か

え
る
か
が
問
わ
れ
る
」
と
問

題
を
提
起
し
た
。

多くの学生が出席し、熱心に聴講した

パネルディスカッションでは中小企業へのメリットを探った

「
現
地
で
の
競
争
力
ア
ッ

プ
、
日
本
側
の
メ
ー
カ
ー
や

商
社
に
と
っ
て
も
販
売
数
量

の
増
加
が
期
待
で
き
る
」
と

メ
リ
ッ
ト
を
語
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
小
林
守
商
学
研
究
科

流通業界の変化について語る中川氏

仮製本作業を体験する高校生

高
校
生
が 

司
書
体
験

　
司
書
の
仕
事
に
関
心
の
あ

る
高
校
生
が
専
大
図
書
館
で

実
務
を
経
験
す
る
司
書
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
図
書
館
本
館
で
行

わ
れ
た
。

　
司
書
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
本
学
の
高
大
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
で
、
２
０
０
７

年
度
か
ら
毎
年
夏
休
み
に
実

施
し
て
い
る
。
今
年
は
７
月

教
授
と
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
国
際
化
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
嶋
正
和
氏
も
加
わ

り
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス

ク
を
探
っ
た
。

　
小
林
教
授
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
し
て
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
の

中
で
は
、
繊
維
製
品
の
一
貫

生
産
が
始
ま
る
動
き
が
あ
る

ベ
ト
ナ
ム
が
ホ
ッ
ト
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
説
明
。
嶋
氏
は

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
れ
ば
複
数
の
意
見
を
集
め

ら
れ
る
時
代
。
ま
ず
は
自
分

で
情
報
を
集
め
て
」
と
経
営

者
を
激
励
し
た
。

26
、
28
日
、
８
月
２
日
に
開

催
。
神
奈
川
県
座
間
総
合
高

な
ど
高
大
連
携
協
定
校
の
ほ

か
、
今
年
３
月
、
教
育
交
流

提
携
を
結
ん
だ
埼
玉
県
浦
和

学
院
高
か
ら
も
４
人
が
初
参

加
し
た
。

　
26
日
は
浦
和
学
院
高
な
ど

３
高
か
ら
４
人
が
就
業
体

験
。
高
校
生
は
図
書
館
の
職

員
か
ら
大
学
図
書
館
の
役
割

や
仕
事
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
館
内
を
見
学

し
た
。

　
普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
特
別
書
庫
で
、
フ
ラ
ン

公
開
講
座
情
報

第
14
回
た
ま
た
ま
子
育
て
ま

つ
り
「
子
育
て
で
疲
れ
た
心

を
ひ
と
休
み
」

▽
日
時

９
月
18
日
（
日
）

９
時
45
分
〜
15
時
（
荒
天
の

場
合
は
中
止
あ
り
）
▽
会
場

川
崎
市
多
摩
区
総
合
庁
舎

４
階
第
４
会
議
室
▽
内
容

子
育
て
個
別
心
理
相
談
／
親

と
子
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
体
験
／

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
遊

ぼ
う
コ
ー
ナ
ー

▽
参
加
者

心
理
学
専
攻
の

大
学
院
生
13
人
と
臨
床
心
理

士
の
教
員
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
２
人

※
入
場
無
料

旴
心
理
教
育
相
談
室
☎
０
４

４
・
９
０
０
・
７
０
３
２

歴
史
を
紐
と
く
「
古
代
の
祭

祀
と
儀
礼
の
諸
相
｜
古
代
へ

の
接
近
｜
」

▽
日
時
と
講
師

10
月
８
日

（
土
）土
生
田
純
之
文
学
部
教

授
、
角
田
洋
子
氏
（
平
26
院

文
博
）
／
同
15
日

田
中
禎

昭
文
学
部
非
常
勤
講
師
、
永

島
朋
子
文
学
部
非
常
勤
講
師

／
同
29
日

高
久
健
二
文
学

部
教
授
、
荒
木
敏
夫
文
学
部

教
授
▽
会
場

生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
１
０
３
０
１
教
室
（
８

・
29
日
）、
同
１
１
４
教
室

（
15
日
）
▽
定
員

４
０
０
人

※
往
復
は
が
き
（
９
月
１
〜

16
日
必
着
）
で
申
し
込
む
。

※
入
場
無
料

旴
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
事
務
課
☎
０
４
４
・
９

１
１
・
１
２
６
８

２
０
１
６
大
学
院
公
開
講
座

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
「
新
し
い
海
外

移
民
と
海
外
日
本
人
社
会
｜

ハ
ワ
イ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

バ
リ
島
｜
」

▽
日
時

10
月
21
日
〜
11
月

４
日
の
毎
週
金
曜
日
18
時
30

分
〜
20
時
（
全
３
回
）
▽
会

場

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
３

１
教
室
▽
講
師

広
田
康
生

／
今
野
裕
昭
（
い
ず
れ
も
大

学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
／

吉
原
直
樹
大
妻
女
子
大
教
授

・
東
北
大
名
誉
教
授

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
「
正
念
場
の
日

本
経
済
｜
日
本
に
残
さ
れ
た

時
間
と
選
択
肢
｜
」

▽
日
時

11
月
11
日
〜
12
月

２
日
の
毎
週
金
曜
日
18
時
30

分
〜
20
時
15
分（
全
４
回
）▽

会
場

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７

３
１
教
室
▽
講
師

田
中
隆

之
／
中
野
英
夫
／
櫻
井
宏
二

郎
／
西
岡
幸
一
（
い
ず
れ
も

大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）

※
入
場
無
料

旴
大
学
院
事
務
課
☎
03
・
３

２
６
５
・
６
５
６
８

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
中
小
企
業
経
営
に
与
え
る
影
響

海外展開へ経営戦略を
公開講座に企業経営者ら約60人

国
際
税
務
の
仕
組
み
解
説

会
計
学

講
演
会

パ
ナ
マ
文
書
を
例
に

変
わ
る
販
売
、
流
通
、広
告

校
友
・
中
川
氏
が
特
別
講
義

渡邊准教授の講演に耳を傾ける経営者ら

ス
革
命
期
の
大
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
「
ミ
シ
ェ
ル
・
ベ
ル
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
文
庫
」
や
ナ
ポ
レ

オ
ン
時
代
の
『
エ
ジ
プ
ト

誌
』
な
ど
の
貴
重
書
を
間
近

に
鑑
賞
し
、
感
嘆
の
声
を
上

げ
て
い
た
。

　
午
後
か
ら
は
資
料
の
受
け

入
れ
、
整
理
、
利
用
サ
ー
ビ

ス
業
務
や
仮
製
本
を
体
験
。

利
用
サ
ー
ビ
ス
業
務
で
は
、

専
大
生
を
相
手
に
、
本
や
資

料
の
貸
し
出
し
・
返
却
作
業

な
ど
を
こ
な
し
た
。

　
昨
年
度
に
続
き
２
年
連
続

で
参
加
し
た
神
奈
川
県
海
老

名
高
の
２
年
生
女
子
は
「
昨

年
は
利
用
サ
ー
ビ
ス
業
務
だ

っ
た
が
、
今
年
は
受
け
入
れ

業
務
を
体
験
し
た
。
表
と
裏

の
両
面
か
ら
仕
事
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。


